
《どうでもいい話、その 547》 
 

どうでもよくない皆様へ 

寒いですが天気はよく穏やかな元旦です。あけましておめでとうございます。 

新年恒例の時事回文（上下同じ文）をお送りします。例によってムリムリの怪文・

壊文もありますが、深く考えないでください。 

安倍総理から菅総理にチェンジしました。折も折、新型コロナ感染対策優先か経済

優先かで菅総理は「経済 説くかい？改正税制改革と いざ行け」（ケイザイトクカイ

カイセイゼイセイカイカクトイザイケ）とやってみたものの、マジメすぎ浮いて視聴

率も下がっています。もう少し砕けてウソでもついてみれば「浮く菅総理、ウソが救

う」（ウクスガソウリウソガスクウ）安倍前総理の桜を見る会は、一昨年からまたぶ

り返し野党から突っつかれています「よせ桜を見る会 なんども戻んな 怒る身を楽

させよ」（ヨセサクラヲミルカイナンドモモドンナイカルミヲラクサセヨ）眞子さま

と小室圭さんの結婚は？「嫁だ、小室婿、ダメよ」（ヨメダコムロムコダメヨ）去年

はコロナ、コロナ、の一年で、「年末はつまんね」（ネンマツハツマンネ）「密は罪」

（ミツハツミ）町を歩いている人はみなマスクでしゃべらず、すれ違ってもニコッと

するだけ「けだるいマスク、スマイルだけ」（ケダルイマスクスマイルダケ）流行に

なった鬼滅の刃「夜 鬼滅の刃 ヤバいやの 詰めきるよ」（ヨルキメツノヤイバヤバ

イヤノツメキルヨ）今年は「よき年に しときよ」（ヨキトシニシトキヨ）  

本年もどうぞよろしくお願い致します。 

髪の毛残りなくなり、この毛のみか（カミノケノコリナクナリコノケノミカ）の  

岩波より 


